
 

令和８年度いきいき長寿県民賞実施要綱 

 

（目 的） 

第１条 この要綱は、これから高齢期を迎える中高年や高齢者の社会参加をはじめとした 

生きがいと健康づくりの推進に資するため、いきいきと年齢を感じさせない生き方をし 

ている高齢者等の表彰に必要な事項を定めるものとする。 

（名 称） 

第２条 この表彰の名称は、いきいき長寿県民賞（以下「県民賞」という。）とする。 

（対 象） 

第３条 県民賞の対象は、次のいずれかに該当する個人又は団体とし、合わせて５件以内

とする。ただし、既に「いきいき長寿県民賞」（「いきいきライフ賞」を含む）を受賞

された個人（団体）、内閣府で実施している「エイジレス・ライフ実践事例及び社会参

加活動事例」に決定された経歴がある個人（団体）、実践している活動を生業としてい

る個人（団体）を除く。 

 （１）個人  主体的に社会とのかかわりを持ちつづけ、現在もいきいきと年齢を感じ

させない生き方をしている概ね６５歳以上の高齢者 

 （２）団体  主体的に社会とのかかわりを持ちつづけ、現在も積極的に社会参加活動

をし、いきいきと充実した生活を送っている概ね６５歳以上の高齢者で主

に構成されている団体 

（主催者等） 

第４条 県民賞は福島県が主催し、社会福祉法人福島県社会福祉協議会（以下「県社協」 

という。）が県民賞の募集、選考委員会の開催、表彰、事例集の作成等の業務を行うも

のとする。 

（選考委員会） 

第５条 県社協会長は、県民賞の対象を選考するため県民賞選考委員会（以下「選考委員 

会」という。）を設置する。 

２ 選考委員会は、５名以内の選考委員（以下「委員」という。）で構成する。 

３ 委員は、学識経験者、いきがいづくり関係団体代表者、福祉関係団体代表者、主催

者等から県社協会長が委嘱する。 

４ 選考委員会に委員の互選により選考委員長を置き、選考委員長は選考委員会を主宰

する。 

５ 選考委員会は、原則として年１回開催する。 

   ただし、選考委員長が必要と認めた場合は、この限りではない。 

６ 委員の任期は、当該事業の実施期間内とする。 

（選考結果報告） 

第６条 県社協会長は、前条の選考の結果を福島県知事（以下「知事」という。）に報告 

するものとする。 

（選考結果通知） 

第７条 知事は、前条の報告に基づき県民賞の授与を決定する。 



 

（表 彰） 

第８条 県民賞の表彰は、知事名の表彰状の授与により行う。 

（特別賞） 

第９条 知事は、前条までの規定によらず、特別賞を授与することができる。 


